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●CNCPはあなたが参加し楽しく議論し活動する場です● 

シリーズ「土木ということば」 第 3回 古辞書の「土木」 

平安末期（1144～1181）に成立した『色葉字類抄（橘忠兼）』は、頭音によって「い

ろは」47 部に分け、さらに意味によって天象・地儀など２１門に分けた辞書である。漢字の

四隅に点を打って、読み方（声調）を表す「四声」が付されており、当時の読み方の手掛り

が得られる点で重要な文献とされている。 

「土木」は「度（と）」の部の「畳字（二文字以上の漢字で構成される熟語）」の門に

「土木 伎芸 トホク 工匠分 又造作名也」とある。 

「伎芸」は美術・工芸の技術、わざの意味、「トホク」は漢語の読みであり、声点は

「土」の右上に一点、「木」の右下に二点の「去入濁」という調子の発音で、単純に表記す

ると「トボク」である（写本によっては「平入濁」もある）。「工匠分」は語分類が工作の

職人、大工であることを示す。末尾にある「○○名也」は同義語○○を表し、「造作」はつ

くること、建物をつくることである。 

本稿連載の第 1 回で紹介した国史における『日本後紀』の「盡土木妙製」と『続日本後

紀』の「爾乃土木之細工終焉」はわざの「伎芸」、『日本三代実録』の「土木工夫並從事」

は大工の「工匠」と解釈できる。建物をつくる「造作」は、第 2 回で紹介した『権記（藤原

行成）』の「不費土木之功力」と『明月記（藤原定家）』の「土木之壮麗、荘厳之華美、天

下第一之佛閣也」などが該当する。 

鎌倉初期までの「土木」は「宮殿・社殿などの大がかりな工事」を意味するとしてよさそ

うだ。 

（土木学会土木広報センター次長 小松 淳） 
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